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県
と
市
の
窓
口
を

隣
り
合
わ
せ
に
す
る
こ
と
で

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
の
煩
雑
さ
を
解
消

福
島
駅
西
口
に
今
年
７
月
、
未
来
型
複
合
施
設

「
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
」
が
誕
生
し
た
。
〝
コ
ラ

ッ
セ
〞
と
は
福
島
弁
で
「
来
て
く
だ
さ
い
」
の

意
味
を
持
つ
言
葉
。
広
く
市
民
に
愛
称
を
募
集

し
、
今
年
２
月
に
採
用
さ
れ
た
。

中
小
企
業
支
援
と
産
業
振
興
を
主
眼
と
し
て

生
ま
れ
た
地
上
13
階
地
下
１
階
の
こ
の
建
物
は

県
、
市
、
商
工
団
体
の
３
者
が
区
分
所
有
し
、

管
理
組
合
方
式
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
市
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
入
居
す
る
１
階
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
目
的
以
外
の
来
館
者
が
比
較
的
多
い

フ
ロ
ア
だ
。

戸
籍
抄
本
や
住
民
票
を
発
行
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
隣
に
は
、
県
の
パ
ス
ポ
ー
ト

未
来
型
複
合
施
設
「
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
」を

市
民
団
体
が
Ｕ
Ｄ
チ
ェ
ッ
ク

４階まで吹き抜けのアトリウム

多目的トイレのピクトグラム

福島駅西口に誕生した「コラッセふくしま」

「コラッセふくしま」エントランス

内部障害者にも対応しているトイレ

セ
ン
タ
ー
が
並
ぶ
。
市
役
所
で
必
要
書
類
を
入

手
し
、
県
庁
で
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
煩

雑
さ
は
、
こ
こ
に
来
れ
ば
解
消
さ
れ
る
。
仕
事

帰
り
に
利
用
す
る
人
を
考
慮
し
て
、
夜
７
時
ま

で
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
１
階
に
は
こ
の
ほ
か
、

市
の
市
民
活
動
や
観
光
を
Ｐ
Ｒ
す
る
コ
ー
ナ
ー

や
県
の
観
光
物
産
館
が
入
居
し
て
い
る
。
観
光

物
産
館
は
会
津
漆
器
や
三
春
駒
な
ど
、
県
内
の

名
産
品
を
一
堂
に
集
め
て
展
示
販
売
す
る
ス
ペ

ー
ス
だ
。

４
階
ま
で
吹
き
抜
け
の
ア
ト
リ
ウ
ム
の
周
り

に
配
置
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
施
設
が
一
体
と
な
っ

て
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
い
る
。

建
物
の
使
い
勝
手
を

オ
ー
プ
ン
前
に
チ
ェ
ッ
ク

建
物
は
「
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
」
や
県
の
「
人
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
踏
ま
え
て
設
計

さ
れ
た
が
、
障
害
者
団
体
や
高
齢
者
団
体
な
ど

14
団
体
20
数
名
が
参
加
し
て
、
オ
ー
プ
ン
前
に

Ｕ
Ｄ
の
視
点
に
よ
る
施
設
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ

た
。
調
査
箇
所
は
駅
か
ら
の
案
内
に
始
ま
り
、

建
物
の
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
ま
で
、
利
用
頻
度
の
高

そ
う
な
す
べ
て
の
施
設
。

施
設
チ
ェ
ッ
ク
で
は
、「
ト
イ
レ
の
洗
浄
ボ
タ

ン
と
非
常
ボ
タ
ン
が
わ
か
り
に
く
い
」、「
受
付

に
は
手
話
の
で
き
る
人
を
配
置
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
多
数
の
意
見
や
要
望
が
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
両
面
で
出
さ
れ
た
。
報
告
書
は
「
全
体
的
に

人
に
や
さ
し
い
と
い
う

よ
り
は
デ
ザ
イ
ン
重
視

の
印
象
が
強
い
。
一
般

市
民
と
企
業
の
利
用
の

ど
ち
ら
を
念
頭
に
置
い

て
い
る
か
不
明
」
と
総

括
し
て
い
る
。

調
査
結
果
を
受
け
て

の
改
善
は
管
理
組
合
で
行

う
こ
と
に
な
る
が
、
３
者

で
協
議
し
て
、
低
廉
な
費

用
で
す
む
も
の
か
ら
実
施

し
て
い
く
構
え
だ
。
手
話

や
外
国
語
の
で
き
る
ス
タ

ッ
フ
は
常
時
配
置
し
な
い

が
、
事
前
に
連
絡
を
受
け

れ
ば
派
遣
す
る
方
法
も
今

後
検
討
し
て
い
く
と
い

う
。

駅
か
ら
建
物
へ
の
誘
導
に

音
声
チ
ャ
イ
ム
を
設
置

市
の
管
轄
で
あ
る
駅
前
広
場
の
一
角
に
は
、
サ

ク
ラ
ン
ボ
や
リ
ン
ゴ
な
ど
季
節
の
果
物
が
実
る

小
公
園
が
あ
る
。
樹
木
を
果
樹
に
し
よ
う
と
発

案
し
た
の
は
「
果
樹
が
あ
れ
ば
楽
し
い
」
と
い

う
旅
館
の
お
か
み
さ
ん
た
ち
だ
。
駅
か
ら
「
コ

ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
」
へ
は
、
緑
が
心
地
よ
い
こ

の
公
園
を
通
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

Ｕ
Ｄ
チ
ェ
ッ
ク
で
は
「
駅
か
ら
施
設
ま
で
の

案
内
を
表
示
し
て
ほ
し
い
」、「
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
上
に
あ
る
放
置
自
転
車
を
整
理
し
て
ほ
し
い
」

と
の
要
望
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

市
で
当
初
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

オ
ー
プ
ン
前
に
改
善
さ
れ
た
。

一
般
の
案
内
表
示
と
と
も
に
、
視
覚
障
害
者

に
考
慮
し
た
音
声
チ
ャ
イ
ム
が
、
要
所
要
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
。
音
声
チ
ャ
イ
ム
の
設
置
場

所
は
、
盲
人
協
会
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
決
め
ら

れ
た
。

新
し
く
施
設
の
隣
に
整
備
し
た
駐
輪
場
へ
自
転

車
利
用
者
を
誘
導
し
た
の
で
放
置
自
転
車
は
、

見
か
け
な
く
な
っ
た
。

「
子
ど
も
の
夢
を
育
む
施
設
」に

Ｕ
Ｄ
を
取
り
入
れ
る

市
で
現
在
計
画
中
の
「
子
ど
も
の
夢
を
育
む
施

設
（
仮
称
）」
に
は
、
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

Ｕ
Ｄ
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
既
存
施
設
の
Ｕ

Ｄ
に
よ
る
改
修
と
な
る
と
莫
大
な
予
算
を
要
す

る
が
、
最
初
か
ら
Ｕ
Ｄ
を
意
識
し
て
い
れ
ば
、

改
修
に
比
べ
て
低
コ
ス
ト
で
す
む
。

Ｕ
Ｄ
を
ど
の
よ
う
に
建
物
に
具
現
化
す
る
か

は
、
基
本
計
画
づ
く
り
の
段
階
で
、
多
様
な
市

民
が
ど
の
程
度
参
画
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

こ
の
施
設
の
場
合
、
障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か

わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
、

ど
れ
だ
け
汲
み
取
れ
る
か
が
鍵
に
な
る
だ
ろ
う
。

市
は
Ｕ
Ｄ
の
考
え
方
を
こ
れ
か
ら
の
施
設
づ
く
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住
民
の
視
点
に
立
っ
た

行
政
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
Ｕ
Ｄ
化
を
推
進

「
市
勢
要
覧
２
０
０
３
・
21
世
紀
の
躍
進
」に

Ｕ
Ｄ
の
事
例
写
真
を
掲
載

郡
山
市
は
福
島
県
の
中
央
に
位
置
し
、
東
京
か

ら
東
北
新
幹
線
で
80
分
、
磐
越
東
線
、
磐
越
西

線
、
水
郡
線
の
起
点
と
な
る
交
通
の
要
衝
で
あ

る
。
も
と
も
と
は
猪
苗
代
湖
の
水
を
引
い
た
開

拓
地
と
し
て
発
展
し
た
が
、
現
在
で
は
商
都
と

し
て
の
色
彩
が
強
い
。

郡
山
商
工
会
議
所
が
主
催
す
る
「
ふ
く
し
ま

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
銘
打
っ
た
展
示
会
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
地
元
企
業
の
Ｕ
Ｄ
へ
の
関
心
は
県
内

の
他
都
市
に
比
べ
て
高
い
よ
う
だ
。
同
市
に
本

店
を
構
え
る
菓
子
メ
ー
カ
ー
が
、
主
要
店
舗
に

Ｕ
Ｄ
の
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
な
ど
、
積
極
的
に

Ｕ
Ｄ
を
採
り
入
れ
て
い
こ
う
と
す
る
地
元
企
業

も
あ
る
。

同
市
の
若
手
職
員
ら
に
よ
る
研
究
会
が
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
テ
ー
マ
と
し
、
そ
の
研

究
成
果
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
発
表
し
た
の
は

４
、
５
年
前
の
こ
と
。「
市
勢
要
覧
２
０
０

３
・
21
世
紀
の
躍
進
」
で
は
、
〝
だ
れ
も
が
暮

ら
し
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち

に
〞
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
、
同
市
に

あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
事
例
（
公
園
、

道
路
、
交
通
、
サ
イ
ン
、
教
育
施
設
な
ど
）
を

掲
載
し
て
い
る
。

障
害
児
も
同
じ
校
舎
で
学
べ
る
よ
う
に

自
動
ド
ア
や
エ
レ
ベ
ー
タ
を
設
置

郡
山
市
中
心
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
芳
山
小
学

校
の
階
段
に
は
、
真
新
し
い
手
す
り
が
付
け
ら

れ
て
い
る
。「
一
口
に
小
学
生
と
い
っ
て
も
、

背
丈
は
ま
ち
ま
ち
。
階
段
の
手
す
り
が
１
本
だ

け
だ
と
不
便
な
の
で
、
新
学
年
を
契
機
に
２
本

に
し
ま
し
た
」
と
教
頭
は
話
す
。
玄
関
の
ス
ロ

ー
プ
や
自
動
ド
ア
、
多
目
的
ト
イ
レ
、
エ
レ
ベ

ー
タ
な
ど
も
後
付
け
さ
れ
た
。

同
校
に
は
一
般
学
級
に
加
え
て
、
知
的
障
害

児
と
情
緒
障
害
児
の
ク
ラ
ス
が
併
設
さ
れ
て
い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
の
子
ど
も
た
ち
が
同
じ

校
舎
で
学
ぶ
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
Ｕ
Ｄ
へ
の
第

一
歩
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

校
舎
の
１
階
は
障
害
児
学
級
、
２
階
は
普
通

学
級
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
交
流
は
果

た
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
の
疑
問
に
は
、「
遊

ん
だ
り
、
喋
っ
た
り
、
日
常
的
に
あ
り
ま
す
よ
」

と
の
答
え
。
知
的
障
害
児
の
担
当
教
諭
は
、「
ま

ち
の
サ
イ
ン
が
理
解
で
き
な
い
子
ど
も
も
い
る

の
で
、
で
き
る
だ
け
絵
文
字
（
ピ
ク
ト
）
を
使

っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

市
内
に
は
同
校
ば
か
り
で
な
く
、
施
設
面
で

Ｕ
Ｄ
化
が
図
ら
れ
て
い
る
例
は
多
数
見
ら
れ
る
。

土
日
曜
日
や
祝
日
も
住
民
票
を
発
行
す
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

郡
山
駅
前
広
場
に
面
し
て
、
地
上
24
階
、
地
下

１
階
、
高
さ
が
１
３
３
ｍ
の
再
開
発
ビ
ル
「
ビ

ッ
グ
ア
イ
」
が
屹
立
し
て
い
る
。
福
島
県
内
で

は
最
も
高
い
ビ
ル
で
、
郡
山
市
の
新
し
い
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
だ
。

「
ビ
ッ
グ
ア
イ
」
は
商
業
施
設
、
事
務
所
施
設
、

公
共
公
益
施
設
、
駐
車
場
施
設
の
４
つ
の
用
途

で
構
成
さ
れ
る
複
合
ビ
ル
で
、
第
３
セ
ク
タ
ー

が
管
理
し
て
い
る
。
公
共
公
益
施
設
と
し
て
は
、

市
の
施
設
に
加
え
て
、
福
島
大
学
大
学
院
サ
テ

ラ
イ
ト
教
室
や
県
立
郡
山
萌
世
高
校
（
単
位
制

に
よ
る
定
時
制
・
通
信
制
課
程
を
併
せ
て
設
置

さ
れ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
県
立
高
校
）
な
ど
が

入
居
し
て
い
る
。
市
の
施
設
と
し
て
は
「
ふ
れ

あ
い
科
学
館
（
20
〜
24
階
）」
と
「
市
民
プ
ラ
ザ

（
６
〜
７
階
）」
が
あ
る
。

「
市
民
プ
ラ
ザ
」
は
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
」、「
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」、「
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
」
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
、
Ｕ
Ｄ
の
考
え
方

に
立
っ
た
行
政
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

（
１
つ
の
場
所
で
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
）
を
実
施
し
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
７

時
ま
で
、
月
曜
日
を
除
い
て
、
土
日
曜
日
も
、

祝
日
も
、
住
民
票
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
証
明

書
の
申
請
や
戸
籍
の
届
け
出
が
で
き
る
。
こ
れ

は
、
簡
単
な
よ
う
で
、
な
か
な
か
で
き
な
い
取

り
組
み
だ
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
た

結
果
で
あ
ろ
う
。
セ
ン
タ
ー
で
は
車
い
す
や
ベ

ビ
ー
カ
ー
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
る
。

バリアフリーを意識して建設された「21世紀記念公園」

障害のある子どもいっしょに学ぶ「芳山小学校」

階段の手すりを2本にした「芳山小学校」

郡山市の新しいランドマーク「ビッグアイ」

「ビッグアイ」内の市民交流プラザ

まちのあちこちに水に親しめる空間が設けられている

福島県の交通の要衝、郡山市の駅前広場
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「
会
津
浪
漫
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

衰
退
す
る
商
業
エ
リ
ア
を
蘇
生

同
駅
に
は
、
鶴
ヶ
城
や
飯
盛
山
な
ど
市
内
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
ま
ち
な
か
周
遊
バ
ス

「
ハ
イ
カ
ラ
さ
ん
」
が
停
車
す
る
。
こ
の
駅
か
ら

市
の
中
心
で
あ
る
大
町
四
つ
角
に
続
く
の
が
七

日
町
通
り
だ
。
こ
の
通
り
も
、
他
都
市
と
同
様
、

中
心
商
店
街
の
空
洞
化
に
よ
り
、
商
売
を
や
め

る
店
が
現
れ
て
い
た
が
、
大
正
モ
ダ
ン
を
感
じ

さ
せ
る
「
会
津
浪
漫
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
レ

ト
ロ
調
の
街
並
み
づ
く
り
に
力
を
注
い
だ
こ
と

で
、
同
市
の
商
店
　
街
で
は
唯
一
、
空
き
店
舗

が
減
少
し
て
い
る
。

通
り
を
は
さ
ん
で
、
骨
董
店
、
旅
館
、
食
堂
、

洋
品
店
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
店
舗
が
並
ぶ
。

会
津
若
松
市
は
戊
辰
戦
争
の
戦
火
に
よ
っ
て
、

江
戸
時
代
の
建
物
の
ほ
と
ん
ど
は
消
失
し
た
が
、

第
二
次
大
戦
時
の
空
襲
に
は
遭
わ
な
か
っ
た
の

で
、
明
治
期
以
降
に
建
設
さ
れ
た
建
物
が
残
っ

て
い
る
。
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
た

「
七
日
町
通
り
ま
ち
な
み
協
議
会
」
は
、
こ
れ
ら

歴
史
的
な
街
並
み
を
生
か
し
て

商
店
街
の
活
性
化
を
図
る「
七
日
町
エ
リ
ア
」

Ｊ
Ｒ
会
津
若
松
駅
か
ら
只
見
線
で
ひ
と
つ
目
、

「
七
日
町
駅
」
が
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
の
中
で
話

題
に
な
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
同
駅
は
無
人
駅

だ
っ
た
が
、
待
合
室
を
「
駅
カ
フ
ェ
」
と
し
て

全
面
改
修
す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の
増
加
を

も
た
ら
し
た
。「
駅
カ
フ
ェ
」
は
会
津
地
方
28
市

町
村
の
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
と
し
て

の
役
割
を
担
い
、

各
地
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
物
産
が
陳

列
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
会
津
の
名
水

で
入
れ
た
美
味
し

い
コ
ー
ヒ
ー
も
楽

し
め
る
。

駅カフェ＆会津地方28市町村のアンテナショップの機能を併せもつ七日町駅。止まっているバスが「ハイカラさん」

駅カフェの内部

TMO㈱まちづくり会津が経営するテナントショップ「アイバッセ」。奥は会津地ビールレスト
ラン「洲露花」

明治初年から続く海産物問屋を改修した旅館「渋川問屋」

古い建物を資料館に改修した「レオ氏郷南蛮館」

野口英世青春通りの会津壱番館

会津若松市の中心街、中央通り

の
建
築
物
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
過
日
の

賑
わ
い
を
取
り
戻
そ
う
と
し
た
わ
け
だ
。

Ｓ
Ｌ
蒸
気
機
関
車
に
乗
っ
て

地
ビ
ー
ル
を
飲
み
に
行
く

七
日
町
エ
リ
ア
に
は
、（
株
）
ま
ち
づ
く
り
会
津

に
よ
り
、
骨
董
品
店
な
ど
が
入
る
テ
ナ
ン
ト
ミ

ッ
ク
ス
ビ
ル
「
ア
イ
バ
ッ
セ
」
が
２
０
０
２
年
、

オ
ー
プ
ン
し
た
。
同
社
は
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
タ
ウ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
と

し
て
、
市
内
全
域
に
お
い
て
多
彩
な
事
業
を
展

開
し
て
お
り
、
こ
れ
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。
Ｔ
Ｍ

Ｏ
と
は
米
国
で
発
展
し
た
住
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
手
法
で
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
プ
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
機
関
だ
。

「
ア
イ
バ
ッ
セ
」
に
隣
接
す
る
、
会
津
地
ビ
ー

ル
の
工
場
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
ビ
ー
ル
見
本
市
で

金
賞
に
輝
い
た
で
き
た
て
の
新
鮮
な
ビ
ー
ル
を

賞
味
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
鶴
ヶ
城
や
飯
盛
山

な
ど
の
既
存
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
加
え
て
、
七

日
町
エ
リ
ア
も
少
し
ず
つ
観
光
の
魅
力
を
増
し

て
い
る
よ
う
だ
。
昨
年
か
ら
、
郡
山
・
会
津
若

松
間
を
走
る
「
磐
梯
会
津
路
号
」
も
、
全
便
七

日
町
駅
に
乗
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
エ
リ
ア
は
市
が
立
案
し
た
「
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
（
案
）」
の
重
点
整
備
地
区
内

に
あ
り
、
七
日
町
通
り
は
特
定
経
路
（
重
点
整

備
地
区
の
中
で
、
駅
な
ど
の
旅
客
施
設
と
官
公

庁
施
設
や
福
祉
施
設
等
を
結
ぶ
経
路
で
、
歩
道

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
経

路
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

豪
雪
地
で
あ
る
こ
と
に
考
慮
し
、
駅
周
辺
な

ど
に
お
い
て
、
消
雪
施
設
や
流
雪
溝
の
整
備
、

除
雪
の
充
実
に
よ
り
、
１
年
を
通
じ
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
も
明
記

さ
れ
て
い
る
。

「
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
」
に
よ
り

さ
ら
に
、
や
さ
し
い
ま
ち
へ

明
治
初
年
か
ら
続
く
海
産
物
問
屋
を
改
修
し
た

旅
館
が
七
日
町
エ
リ
ア
に
あ
る
。
往
時
を
偲
ん

で
か
、
屋
号
は
「
渋
川
問
屋
」。
こ
の
旅
館
の
主

人
が
、（
株
）ま
ち
づ
く
り
会
津
の
社
長
で
、
七
日

町
ま
ち
な
み
協
議
会
の
会
長
を
務
め
る
、
渋
川

恵
男
氏
だ
。

「
大
正
浪
漫
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
七
日
町

エ
リ
ア
の
街
並
み
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た

が
、
歩
道
が
狭
く
て
歩
き
に
く
い
。
道
路
が
整

備
さ
れ
、
障
害
の
あ
る
方
も
気
軽
に
ま
ち
歩
き

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
観

光
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
さ
ら
に
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
、
渋
川
氏
は
道
路
改

善
の
必
要
を
強
調
す
る
。

実
際
、
七
日
町
通
り
は
幹
線
道
路
に
な
っ

て
い
る
た
め
に
、
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む
に
は

自
動
車
交
通
量
が
多
す
ぎ
る
。

会
津
若
松
市
の
人
口
は
約
12
万
。
全
国
の

自
治
体
を
歩
い
て
感
じ
る
こ
と
は
、
人
口
10

万
前
後
の
自
治
体
に
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と

い
わ
れ
る
空
き
店
舗
が
目
立
つ
商
店
街
が
多

い
こ
と
だ
。
七
日
町
エ
リ
ア
も
約
７
割
が
空

き
店
舗
だ
っ
た
。
そ
れ
が
今
で
は
、
通
り

を
歩
い
て
も
、
空
き
店
舗
は
見
か
け
な
い
。

会
津
浪
漫
を
掲
げ
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
七
日
町
エ
リ
ア
の
事
例
は
、
中
心
商

店
街
に
人
を
呼
び
寄
せ
る
た
め
の
示
唆
に

富
む
事
例
だ
と
い
え
る
。

Aizuwakamatsu City
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「
小
さ
な
城
下
町
」の
ま
ち
づ
く
り
は

う
る
お
い
と
緑
が
キ
ー
ワ
ー
ド

Miharu Town

広
々
と
し
た
歩
道
と

統
一
感
の
あ
る
日
本
風
の
家
並
み

郡
山
市
か
ら
三
春
町
へ
は
車
で
15
分
ほ
ど
の
距

離
。
何
の
変
哲
も
な
い
田
舎
道
を
走
る
と
、
突

如
と
し
て
眼
前
に
美
し
い
街
並
み
が
現
れ
る
。

車
い
す
が
ゆ
う
ゆ
う
と
す
れ
違
う
こ
と
が
で
き

る
広
い
歩
道
、
統
一
感
の
あ
る
日
本
風
の
家
並

み
に
目
を
見
張
る
。

樹
木
が
生
い
茂
る
小
高
い
丘
は
、
昔
の
城
跡

だ
。
三
春
町
は
江
戸
時
代
、
藩
主
秋
田
氏
に
よ

り
、
五
万
五
千
石
の
城
下
町
と
し
て
繁
栄
し
た
。

明
治
時
代
に
は
「
西
の
高
知
、
東
の
三
春
」
と

並
び
称
さ
れ
た
自
由
民
権
運
動
の
発
祥
の
地
で

も
あ
る
。
最
近
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
町
村
が
合

併
へ
傾
く
な
か
、
同
町
は
住
民
の
総
意
に
よ
り
、

合
併
し
な
い
方
針
だ
。
子
育
て
の
お
守
り
と
い

わ
れ
る
「
三
春
駒
」
や
古
く
か
ら
桜
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
る
「
滝
桜
」
な
ど
、
こ
の
町
に
は

住
民
が
誇
れ
る
も
の
が
い
く
つ
も
あ
る
。

約
８
０
０
ｍ
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
は
、

役
場
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
や
商
業

施
設
が
並
ぶ
が
、
他
都
市
の
よ
う
に
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
降
ろ
し
て
い
る
店
は
な
い
。
夜
に
な
れ
ば
、

三
春
駒
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
街

路
灯
の
柔
ら
か
い
明
か
り
が
歩
道
を
照
ら
し
、

歩
道
の
要
所
要
所
に
は
ベ
ン
チ
が
配
置
さ
れ
て

い
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
や
公
民
館
の
機
能

を
も
つ
「
三
春
交
流
館
ま
ほ
ら
」
も
あ
れ
ば
、

丘
の
上
の
高
齢
者
住
宅
と
エ
レ
ベ
ー
タ
に
よ
り

結
ば
れ
た
「
福
祉
会
館
」
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の

施
設
は
Ｕ
Ｄ
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
こ
ら
さ
れ

て
い
る
。

人
口
２
万
規
模
の
町
で
、
こ
れ
だ
け
の
中
心

市
街
地
を
有
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の

ま
ち
だ
け
だ
ろ
う
。
他
に
例
を
見
な
い
美
し
い

中
心
市
街
地
は
、
伊
藤
寛
町
長
の
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
と
地
域
に
誇
り
を
も
つ
住
民
と
の
20

年
に
お
よ
ぶ
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
果
実
と
い

え
る
。

「
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
」
を
核
に

中
心
商
店
街
の
空
洞
化
を
防
ぐ

小
さ
な
町
村
の
都
市
形
成
の
在
り
方
と
し
て
、

他
の
自
治
体
の
憧
れ
で
も
あ
る
美
し
い
中
心
市

街
地
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

町
は
１
９
８
２
年
、「
三
春
町
建
築
賞
」
を
発
足

さ
せ
、
１
９
９
０
年
に
は
「
美
し
い
町
を
つ
く
る

三
春
町
景
観
条
例
」
を
制
定
。
そ
れ
以
降
、「
小
さ

な
城
下
町
」
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
景
観
を
形
成
す

る
た
め
の
事
業
が
飛
躍
的
に
進
ん
で
い
く
。

他
都
市
と
同
様
、
郊
外
に
大
型
店
舗
が
進
出

す
る
傾
向
の
中
で
、
中
心
商
店
街
の
空
洞
化
を

防
止
す
る
た
め
に
、
町
は
１
９
９
３
年
に
第
3

セ
ク
タ
ー
「
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
」
を
設
立

し
、
官
民
協
働
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
位
置
す
る

「
三
春
壱
番
館
」
も
そ
の
ひ
と
つ
だ
。
パ
テ
ィ
オ

（
中
庭
）
が
特
徴
的
な
こ
の
建
物
は
、
低
層
階
は

商
業
施
設
、
高
層
階
は
住
宅
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
地
元
農
家
で
今
朝
採
れ
た
ば
か
り
の
野
菜

を
売
る
店
舗
も
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
公
社
は
近
く
に
あ
る
裏
通
り
の

古
い
蔵
が
残
る
地
区
に
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
て
い

る
。
こ
の
オ
フ
ィ
ス
も
、
町
の
篤
志
家
が
寄
付

し
た
蔵
付
き
の
建
物
だ
。
同
地
区
の
道
路
美
化

は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た

人
た
ち
が
担
っ
て
い
る
。

草
の
根
の
国
際
交
流
を
進
め
る

「
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
」

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
外
れ
に
は
、
三
春
町
国

際
交
流
館
「
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
の
家
」
が
あ
る
。

こ
の
家
は
ア
メ
リ
カ
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
ラ

イ
ス
レ
イ
ク
市
と
の
姉
妹
交
流
を
記
念
し
て
建

て
ら
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
住
宅
の
典
型
、
ツ
ー
・
バ
イ
・
フ

ォ
ー
工
法
で
造
ら
れ
た
こ
の
家
に
一
歩
足
を
踏

み
入
れ
れ
ば
、
そ
こ
は
も
う
ア
メ
リ
カ
。
家
具

も
調
度
品
も
す
べ
て
ア
メ
リ
カ
製
で
、
館
長
は

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
市
出
身
の
女
性
だ
。

１
階
の
居
間
と
ダ
イ
ニ
ン
グ
は
町
民
の
応
接

間
と
し
て
使
わ
れ
、
会
議
室
は
子
ど
も
の
英
会

話
教
室
を
は
じ
め
と
す
る
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
や

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
供
用
さ
れ
て
い
る
。
緑

が
目
映
い
オ
ー
プ
ン
デ
ッ
キ
で
飲
む
コ
ー
ヒ
ー

は
格
別
だ
。

２
階
に
は
イ
ン
テ
リ
ア
が
異
な
る
３
つ
の
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
が
あ
り
、
宿
泊
し
て
異
文
化
体
験

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
料
金
は
２
人
で
１

万
円
。
名
ば
か
り
の
姉
妹
都
市
交
流
が
多
い
中
、

日
常
的
に
姉
妹
都
市
の
暮
ら
し
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
お
そ
ら
く
こ
こ
だ
け
だ
ろ
う
。

ゆ
っ
た
り
と
時
間
が
流
れ
る
、
田
園
の
快
適

生
活
。
真
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
が
、
こ
の
ま
ち
に

は
あ
り
そ
う
だ
。

フラットで広々とした歩道

手前の「福祉会館」のエレベータを使って、丘の上の高齢者住宅にアクセスできる

コンサートホールや公民館機能をもつ「三春交流館まほら」

米国人女性が館長を務める三春町国際交流館「ライスレイクの家」

人口2万のまちと思えない中心商店街

街並みにマッチしたモダンな建物もある まちの美化を行うシルバー人材セ
ンターの人たち

役場庁舎横の公衆トイレは多目的トイレに
改修された


